
配
布
、
牛
乳
乳
製
品
販
売
、
は
ち
み
つ

の
試
食
販
売
、た
ま
ご
料
理
教
室
、フ
ォ

ル
ク
ロ
ー
レ
演
奏
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ

ん
の
内
容
に
、
終
日
大
勢
の
皆
さ
ん
が

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

畜
産
技
術
所
に
隣
接
す
る
県
央
家
畜

保
健
衛
生
所
で
は
、
骨
密
度
測
定
、
牛

乳
パ
ッ
ク
工
作
教
室
、
家
保
探
検
ク
イ

ズ
等
が
実
施
さ
れ
、
参
加
者
に
大
き
な

好
評
で
し
た
。「
ぼ
く
も
！
わ
た
し
も
！

獣
医
さ
ん
～
フ
ォ
ト
ポ
イ
ン
ト
～
」は
、

特
に
小
学
生
な
ど
に
大
変
な
人
気
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
も
ペ
ン
ギ
ン
の
フ
ワ
フ

ワ
、
ヒ
ヨ
コ
と
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う
等

は
子
供
達
に
大
変
に
人
気
が
あ
り
ま
し

た
。

　

家
畜
を
間
近
で
見
て
、
直
接
触
れ
、

家
畜
や
糞
の
臭
い
を
嗅
い
で
い
た
だ
く

と
共
に
、
畜
産
や
畜
産
製
品
の
知
識
の

普
及
啓
発
が
、
都
市
の
中
で
が
ん
ば
っ

て
い
る
「
か
な
が
わ
の
畜
産
」
を
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
に
少
し
で
も
役
立
て

ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

�

（
総
務
部
）

　

十
月
二
十
七
日
（
土
）、
神
奈
川
の

畜
産
へ
の
理
解
を
深
め
、
親
し
ん
で
い

た
だ
く
た
め
、県
畜
産
振
興
会
主
催
で
、

神
奈
川
県
及
び
山
北
町
が
後
援
、
県
畜

産
会
、
県
牛
乳
普
及
協
会
、
県
酪
連
が

協
賛
し
、
J
R
東
海
等
の
協
力
を
得
て

「
大
野
山
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
古
性
畜
産
課
長
、
湯
川
山

北
町
長
、
杉
本
県
会
議
員
な
ど
の
来
賓

あ
い
さ
つ
の
後
、
催
し
と
し
て
地
場
産

品
即
売
、
ア
ル
プ
ホ
ル
ン
の
合
奏
、
県

内
産
牛
肉
（
あ
し
が
ら
牛
）
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
、
牛
乳
試
飲
等
が
催
し
さ
れ
、

特
に
子
供
達
に
は
ポ
ニ
ー
乗
馬
等
の
動

物
の
ふ
れ
あ
い
、
搾
乳
体
験
が
人
気
で

し
た
。
ま
た「
ま
き
ば
館
」で
の
バ
タ
ー

づ
く
り
が
大
変
好
評
で
し
た
。

　

好
天
に
恵
ま
れ
、
来
場
者
は
二
千
人

と
な
り
、「
自
然
の
中
で
の
酪
農
」
の

イ
メ
ー
ジ
が
漂
い
、
大
変
に
盛
況
で
あ

り
ま
し
た
。

�

（
総
務
部
）

八　

育
成
牛
の
増
殖
に
つ
い
て

九　

 

肉
用
子
牛
価
格
安
定
制
度
へ
の
助

成

【
養
豚
対
策
】

一　

 

と
畜
場
使
用
料
、
と
畜
検
査
手
数

料
の
値
下
げ
に
つ
い
て

二　

 

県
内
の
食
肉
セ
ン
タ
ー
で
大
貫
豚

（
廃
用
繁
殖
豚
）
が
処
理
で
き
る

対
策

三　

豚
慢
性
病
対
策

【
養
鶏
対
策
】

一　

 

地
域
銘
柄
鶏
の
開
発
、
普
及
へ
の

支
援

二　

 

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
防
御
へ
の
支

援
対
策

三　

鶏
ふ
ん
の
畑
地
へ
の
利
用
支
援

四　

卵
価
安
定
対
策
の
助
成

【
養
蜂
対
策
】

一　

 

養
蜂
飼
料
（
砂
糖
）
に
対
す
る
助

成
に
つ
い
て

二　
 

蜜
蜂
分
布
調
整
に
つ
い
て

【
共
通
対
策
】

一　

 

福
島
原
発
事
故
に
伴
う
牛
肉
風
評

被
害
に
係
る
国
へ
の
要
望
に
つ
い

て

二　

畜
産
物
の
安
全
性
確
保
に
つ
い
て

三　

 

家
畜
衛
生
対
策
の
充
実
強
化
に
つ

い
て

四　

食
肉
処
理
施
設
の
経
営
体
質
強
化

五　

家
畜
ふ
ん
の
燃
料
化
に
つ
い
て

六　

 

幼
児
及
び
高
齢
者
に
対
す
る
畜
産

施
策
の
展
開
に
つ
い
て

　

家
畜
に
親
し
む
つ
ど
い
運
営
委
員
会

主
催
（
構
成
・
県
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー

畜
産
技
術
所
、
県
央
家
畜
保
健
衛
生
所

及
び
畜
産
関
係
六
団
体
）
の
「
家
畜
に

親
し
む
集
い
」
が
、十
月
二
十
一
（
日
）

畜
産
技
術
所
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
雲
ひ
と
つ
な
い
晴
天
で
ポ

カ
ポ
カ
陽
気
も
手
伝
い
、
来
場
者
は
推

定
四
千
人
を
数
え
る
賑
わ
い
と
な
り
ま

し
た
。

　

展
示
等
は
、
畜
産
技
術
所
・
県
央
家

畜
保
健
衛
生
所
の
施
設
公
開
と
併
せ

て
、本
県
畜
産
の
Ｐ
Ｒ
や
乳
搾
り
体
験
、

卵
の
つ
か
み
ど
り
、銘
柄
鶏
あ
ぶ
り
焼
、

堆
肥
の
無
料
配
布
、
本
県
産
牛
の
焼
肉

「
家
畜
に
親
し
む
つ
ど
い
」

四
千
人
の
来
場
者
で
終
日
賑
わ
う
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平
成
二
十
四
年
九
月
十
日
、
ア
ー
バ

ン
ネ
ッ
ト
横
浜
ビ
ル
に
て
農
林
水
産
団

体
協
議
会
の
県
に
対
す
る
施
策
・
予
算

要
請
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
県
側
か
ら
中
島
環
境
農
政

局
長
、
同
水
・
緑
部
長
、
同
農
政
部
長

を
は
じ
め
各
関
係
課
長
が
、
ま
た
、
団

体
側
か
ら
は
志
村
農
協
中
央
会
会
長
、

同
高
桑
副
会
長
ほ
か
関
係
十
三
団
体
の

代
表
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
農
林
水
産
団
体
協
議
会
を
代

表
し
て
志
村
会
長
が
、
T
P
P
ほ
か

施
策
動
向
が
不
透
明
な
中
、
農
業
団
体

の
使
命
は
、
安
全
安
心
な
農
畜
産
物
を

県
民
の
皆
様
に
提
供
し
て
い
く
こ
と
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
県
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
が
是
非
と
も
必
要
。
今
後
と
も

継
続
的
に
支
援
を
お
願
い
し
た
い
旨
申

し
入
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
団
体
よ

り
そ
れ
ぞ
れ
の
要
請
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

畜
産
関
係
に
つ
い
て
は
、
畜
産
関
係

団
体
連
絡
協
議
会
（
二
十
団
体
）
と
し

て
そ
れ
ぞ
れ
団
体
よ
り
出
さ
れ
た
要
望

に
沿
っ
て
要
請
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
特
に
、
①
福
島
第
一
原
発

事
故
に
伴
う
牛
肉
風
評
被
害
に
係
る
国

へ
の
要
望　

②
配
合
飼
料
価
格
対
策　

③
県
内
産
畜
産
物
の
安
全
性
確
保　

④

家
畜
衛
生
対
策
の
充
実
強
化
に
つ
い

て
、
時
間
を
割
い
て
要
請
し
ま
し
た
。

　

終
わ
り
に
、
中
島
環
境
農
政
局
長
か

ら
、大
変
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
る
が
、

提
案
さ
れ
た
要
請
事
項
に
つ
い
て
は
、

十
分
精
査
し
、
よ
り
効
率
的
、
効
果
的

な
行
政
施
策
の
推
進
が
出
来
る
よ
う
予

算
編
成
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
の

話
が
あ
り
会
議
を
終
了
し
ま
し
た
。

（
総
務
部
）

　

要 

望 

事 

項

【
酪
農
・
肉
用
牛
対
策
】

一　

 

家
畜
伝
染
病
予
防
法
の
理
解
の
徹

　
　

底

二　

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
制
度
の
充
実
強
化

三　

生
乳
の
安
全
・
安
心
の
確
保
対
策

四　

配
合
飼
料
価
格
対
策

五　

節
電
型
暑
熱
対
策

六　

酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
活
動
対
策

七　

高
齢
者
の
牛
乳
消
費
拡
大

神
奈
川
県
農
林
水
産
施
策
・

予
算
要
請
会
議
開
催
さ
れ
る

　

去
る
九
月
二
十
五
日
、
県
内
肉
牛
生

産
者
及
び
関
係
者
を
対
象
に
、「
原
発

損
害
賠
償
請
求
に
か
か
る
説
明
会
」
を

厚
木
市
農
協
本
所
に
お
い
て
開
催
し
ま

し
た
。

　

会
議
で
は
、
東
電
原
発
事
故
損
害
賠

償
対
策
県
協
議
会
事
務
局
か
ら
、
こ
れ

ま
で
の
損
害
賠
償
請
求
に
係
る
取
り
組

み
経
過
の
説
明
が
あ
っ
た
後
、
今
後
の

対
応
や
具
体
的
な
進
め
方
に
つ
い
て
、

牛
肉
部
会
で
の
検
討
結
果
を
お
示
し
し

た
上
で
検
討
・
協
議
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
①
東
電
回
答
を
受
領
せ
ず
、

A
D
R
申
し
立
て
を
視
野
に
入
れ
て

交
渉
を
継
続
す
る
。
②
損
害
賠
償
請
求

の
準
備
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。
こ
れ
ら

に
つ
い
て
、
賛
同
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
損
害
賠
償
請
求
を
進
め

て
い
く
上
で
、
生
産
者
の
皆
さ
ん
の

意
思
確
認
を
さ
せ
て
頂
い
た
と
こ
ろ
、

四
十
六
名
の
生
産
者
の
方
か
ら
請
求
意

向
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
請
求
に
必
要
な
書
類
を
整

備
し
て
頂
き
、
十
月
以
降
の
請
求
に
望

み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
方
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ご
不
明

な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
左
記
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

神
奈
川
県
畜
産
会

☎
0
4
5 

︱ 

7
6
1 

︱ 

4
1
9
1 

損
害
賠
償
対
策
県
協
議
会

☎
0
4
5 

︱ 

6
8
0 

︱ 

3
0
0
5 

（
県
畜
産
会
専
務
理
事　

丹
波
）

﹃ 

平
成
二
十
四
年
度
の
補
填
金
単
交
付

に
つ
い
て
﹄

　

肥
育
牛
生
産
者
を
取
り
巻
く
情
勢
が

大
変
厳
し
い
こ
と
か
ら
、
平
成
二
十
三

年
度
第
２
四
半
期
以
降
の
補
填
金
に
つ

い
て
毎
月
交
付
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
平
成
二
十
四
年
度
に
つ
き
ま
し
て

も
同
様
に
月
毎
に
補
填
金
を
支
払
っ
て

お
り
ま
す
。

﹃ 

二
十
四
年
度
第
２
四
半
期
七
月
及
び

八
月
販
売
牛
の
補
填
金
単
価
報
告
﹄

◎
七
月
販
売
牛
補
填
金
単
価

　

肉
専
用
種�

二
五
、四
〇
〇
円

　

交
雑
種�

一
一
五
、五
〇
〇
円

　

乳
用
種�

七
五
、〇
〇
〇
円

★
補
填
金
交
付
日

　

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
四
日

◎
八
月
販
売
牛
補
填
金
単
価

　

肉
専
用
種�

八
二
、四
〇
〇
円

　

交
雑
種�

一
二
二
、〇
〇
〇
円

　

乳
用
種�

七
九
、六
〇
〇
円

★
補
填
金
交
付
日

　

平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
三
日

（
経
営
指
導
部　

倉
迫
）

　

去
る
九
月
十
日
、
内
閣
府
食
品
安
全

委
員
会
が
、
プ
リ
オ
ン
専
門
調
査
会
が

ま
と
め
た
B
S
E
対
策
の
規
制
緩
和

を
盛
り
込
ん
だ
評
価
書
案
で
問
題
が
無

い
こ
と
を
確
認
し
、
調
査
会
で
の
審
議

結
果
に
つ
い
て
の
パ
ブ
コ
メ
を
、
九
月

十
一
日
か
ら
十
月
十
日
ま
で
実
施
。

　

評
価
書
案
で
は
、
米
国
産
の
輸
入
牛

肉
に
つ
い
て
現
行
二
十
カ
月
令
か
ら

三
十
ヵ
月
令
に
緩
和
し
た
場
合
の
リ
ス

ク
差
な
ど
「
人
へ
の
健
康
影
響
は
無
視

で
き
る
」
な
ど
と
の
規
制
緩
和
を
容
認

し
ま
し
た
。
規
制
緩
和
さ
れ
れ
ば
、
国

内
畜
産
物
へ
の
影
響
が
ど
う
な
る
の

か
、
今
後
の
規
制
緩
和
に
向
け
て
の
動

向
が
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
件
に
つ
い
て
生
産
者
の
皆
さ
ん

の
率
直
な
意
見
・
感
想
等
を
お
聞
か
せ

下
さ
い
。
連
絡
方
法
は
、
フ
ァ
ク
ス
、

メ
ー
ル
等
左
記
に
お
願
い
し
ま
す
。

︻
連
絡
先
：
㈳
神
奈
川
県
畜
産
会
丹
波
︼

FAX��
：
0
4
5 

︱ 

7
5
9 

︱ 

1
1
6
2

新
マ
ル
キ
ン
事
業

原
発
賠
償
対
策
の
最
近
の
動
き

B
S
E
規
制
緩
和
を
盛
り
込

ん
だ
食
品
安
全
委
員
会
プ
リ
オ

ン
専
門
調
査
会
評
価
書
案
に
対

す
る
意
見
募
集

メ
ー
ル
：kanali@

bz01.plala.or.jp

　

秋
の
田
の

　

か
り
ほ
の
庵い
お

の
苫と
ま

を
あ
ら
み

　

わ
が
衣こ
ろ
も
て手
は
露
に
ぬ
れ
つ
つ

　

実
り
の
秋
を
迎
え
、
田た

ん
ぼ圃
が
輝
い
て

い
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
牛
飼
い
の

皆
さ
ん
は
飼
料
収
穫
作
業
に
さ
ぞ
お
忙

し
い
事
で
し
ょ
う
。
田
圃
の
中
は
た
わ

わ
に
実
っ
た
稲
が
、
そ
し
て
そ
れ
を
刈

り
取
っ
て
広
々
と
し
た
様
、
こ
れ
こ
そ

が
日
本
の
原
風
景
か
と
感
慨
を
覚
え
ま

す
。
自
然
の
田
の
中
は
こ
ん
な
に
も
美

し
い
の
に
政
治
の
田
の
中
＝
政
治
家
の

「
田
中
さ
ん
」
は
見
苦
し
い
で
す
ね
。

野
田
改
造
内
閣
の
法
務
大
臣
は
暴
力
団

と
長
い
交
際
が
あ
り
、
外
国
人
か
ら
の

献
金
を
受
け
て
い
た
と
の
事
。
こ
れ
は

法
務
大
臣
で
は
な
く
て
無
法
大
臣
だ
。

野
田
首
相
の
任
命
責
任
も
追
及
さ
れ
て

い
ま
す
。
も
う
一
人
の
田
中
さ
ん
は
文

部
科
学
大
臣
の
真
紀
子
さ
ん
。
今
の
と

こ
ろ
ボ
ロ
は
出
て
い
ま
せ
ん
が
、
小
泉

内
閣
で
任
命
さ
れ
た
外
務
省
で
は
シ
ッ

チ
ャ
カ
メ
ッ
チ
ャ
カ
。
組
織
の
長
と
し

て
機
能
せ
ず
、
指
輪
？
耳
輪
（
イ
ヤ
リ

ン
グ
）
？
首
輪
（
ネ
ッ
ク
レ
ス
）
だ
っ

た
か
？
を
紛
失
し
た
と
大
騒
ぎ
。
そ
し

て
職
員
に
買
い
に
行
か
せ
た
そ
う
な
。

ビ
ッ
ク
リ
し
た
ワ
ー
（
輪
）。
そ
ん
な

奴
に
学
校
の
い
じ
め
問
題
、
い
じ
め
ら

れ
て
い
る
側
の
気
持
ち
が
理
解
出
来
る

の
か
な
。
田
圃
ほ
ど
開
け
て
い
な
い
山

の
中
に
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
の
山
中
教

授
の
先
祖
は
住
ん
で
い
た
の
で
し
ょ
う

か
。
山
中
教
授
は
駆
け
出
し
の
お
医
者

さ
ん
の
頃
に
は
「
じ
ゃ
ま
な
か
」
と
言

わ
れ
た
そ
う
な
。
そ
れ
で
も
広
い
心
を

お
持
の
教
授
は
「
自
分
の
授
賞
は
皆
さ

ん
の
お
陰
」
と
特
に
三
名
の
共
同
研
究

者
を
披
露
し
て
功
績
を
称
え
て
い
ま

す
。
実
に
立
派
、素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。

一
方
政
治
家
の
世
界
で
は
国
民
の
生
活

を
守
る
本
来
の
目
的
を
忘
れ
て
、
国
民

そ
っ
ち
除の

け
で
、
事
あ
る
毎
に
罪
の
擦な
す

り
合
い
と
揚
げ
足
取
り
。
政
権
を
取
る

こ
と
、
居
座
る
だ
け
が
目
的
か
。
国
政

を
真
似
て
か
有
権
者
数
四
千
足
ら
ず
の

小
さ
な
町
の
町
長
選
で
、
当
選
し
た
町

長
が
当
選
し
た
翌
日
、
支
援
者
や
知
人

に
う
な
ぎ
の
蒲
焼
を
贈
っ
た
ら
、
そ
れ

が
反
対
派
の
リ
コ
ー
ル
運
動
に
。
町
を

二
分
す
る
町
長
戦
（
？
）
は
う
な
ぎ
政

争
。

　

野
田
内
閣
を
追
及
す
る
自
民
党
の
党

首
だ
っ
て
先
の
政
権
を
途
中
で
投
げ
出

し
た
、
戦
争
な
ら
ば
敵
前
逃
亡
の
前
科

者
。
こ
ん
な
者
を
司
令
官
に
再
選
出
す

る
議
員
達
の
気
が
知
れ
な
い
。
少
し
は

国
民
の
こ
と
、
畜
産
農
家
の
経
営
安
定

対
策
に
も
心
し
て
貰
え
な
い
の
か
な
。

　

呆あ
き

れ
た
の
う　

揚
げ
足
取
り
や

　
　

居
座
り
に　
　
　

我
が
国
民
に

　
　
　

雪
は
ふ
り
つ
つ�

（
忠
九
朗
）

秋
の
田
の
美
し
さ
と

呆あ
き

れ
た
政
治
家
の
醜
態
と

競馬の収益金は畜産振興に役立っています。

日催開馬競崎川
11月 ４日（日）～ ９日（金）

12月17日（月）～ 21日（金）
ナイター開催

新
む
ら
す
ず
め

大
野
山
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

開
催
さ
れ
る

肉用子牛生産者補給金制度  ～乳用種に生産者補給金が交付されます～

　平成二十四年度第２四半期（二十四年七～九月）の指定肉用子牛の品種
区分ごとの平均売買価格は次のとおりでした。

●黒毛和種：402,100 円　●交雑種：210,500 円　●乳用種：91,900 円

　乳用種は保証基準価格（116,000 円）を下回りましたので、その差額、
24,100 円の生産者補給金が交付されることになりました。
　黒毛和種・交雑種は保証基準価格、合理化目標価格を共に上回っている
ので、生産者補給金の交付はありません。
　なお、肉用牛繁殖経営支援事業に関しては、「黒毛和種」について、交
付はありません。 （社団法人神奈川県肉用子牛価格安定基金協会）
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は
じ
め
に

　

今
ま
で
の
豚
の
飼
育
は
主
に
生
産
性

の
向
上
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
が
、
ア
ニ

マ
ル
ウ
ェル
フ
ェ
ア
の
考
え
方
が
浸
透
し
始

め
、
一
部
の
生
産
者
の
間
で
取
り
組
み
が

始
ま
って
い
ま
す
。

　

国
内
で
は
、
平
成
二
十
一
年
三
月
、
社

団
法
人
畜
産
技
術
協
会
を
中
心
に
『
ア

ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
の
考
え
方
に
対
応
し

た
豚
の
飼
養
管
理
指
針
（
Ａ
Ｗ
管
理
指

針
）』
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
は

「
家
畜
を
快
適
な
環
境
で
飼
う
こ
と
は
、

家
畜
が
健
康
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
安
全
・

安
心
な
畜
産
物
の
生
産
」
に
つ
な
が
り
、

ま
た
、「
家
畜
の
持
っ
て
い
る
能
力
を
最

大
限
に
発
揮
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
生

産
性
の
向
上
」
に
も
結
び
つ
く
と
し
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
当
所
で
は
、
平
成
二
十
年

よ
り
「
快
適
性
」
と
「
生
産
性
」
に
着

目
し
た
試
験
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。

調
査
の
目
的

　

離
乳
は
①
母
と
の
離
別
、
②
分
娩
豚

房
か
ら
離
乳
豚
房
への
環
境
の
変
化
、
③

群
の
再
編
成
を
行
う
場
合
に
は
他
個
体

と
の
遭
遇
等
、
子
豚
の
置
か
れ
る
環
境

が
大
き
く
変
化
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

Ａ
Ｗ
管
理
指
針
に
お
い
て
、「
離
乳
は
子

豚
に
と
っ
て
大
き
な
ス
ト
レ
ス
と
な
る
た

め
、 

離
乳
子
豚
への
影
響
が
最
小
と
な
る

よ
う
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。」
と
位

置
づ
け
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
ほ
乳
期
に
複
数
の
腹
を
混

合
し
て
飼
育
す
る
こ
と
が
離
乳
時
の
群

編
成
の
ス
ト
レ
ス
の
減
少
に
つ
な
が
る

か
（「
快
適
性
」）、
ま
た
、
発
育
や
事

故
率
等
に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
与
え
る
か

（「
生
産
性
」）
明
ら
か
に
す
る
た
め
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
快
適
性
」
に
つい
て
は
、
ア
ニマ
ル
ウ
ェ

ル
フ
ェ
ア
概
念
と
な
っ
て
い
る
五
つ
の
自
由

（
図
１
）
を
基
本
に
、「
正
常
な
行
動
」

と
し
て
、
摂
食
、
休
息
な
ど
の
個
体
を

維
持
す
る
行
動
へ
の
影
響
や
、
不
快
な

と
き
に
見
ら
れ
る
尾
か
じ
り
や
耳
か
じ

り
と
いっ
た
異
常
行
動
の
発
現
状
況
、「
生

産
性
」
に
つ
い
て
は
発
育
や
事
故
率
等
へ

の
影
響
に
つ
い
て
、
麻
布
大
学
と
共
同
で

調
査
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
調
査
一
】
ほ
乳
期
の
混
合
飼
育
が
ほ
乳

子
豚
に
与
え
る
影
響

一　

試
験
の
目
的

　

隣
接
し
た
分
娩
豚
房
の
隔
柵
を
取
り

除
い
た
飼
育
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
ほ
乳

子
豚
の
行
動
、
発
育
等
を
比
較
し
、
混

合
飼
育
が
ほ
乳
子
豚
へ
与
え
る
影
響
を

調
査
し
ま
し
た
。

二　

試
験
区
の
概
要

・
供
試
豚

　

供
試
豚
に
は
当
所
で
飼
養
し
て
い
る
ラ

ン
ド
レ
ー
ス
種
系
統
豚
「
ユ
メ
カ
ナ
エ
ル
」

と
大
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
種
「
カ
ナ
ガ
ワ
ヨ
ー

ク
」
を
使
用
し
ま
し
た
。

・
試
験
区
の
概
要
及
び
調
査
期
間

　

試
験
区
は
一
週
齢
で
隣
接
す
る
二
つ
の

分
娩
豚
房
の
隔
壁
を
除
去
し
二
腹
を
混

合
し
た
区
と
し
、
対
照
区
は
単
房
で
飼

育
し
た
区
を
二
腹
用
い
ま
し
た（
図
２
）。 

　

調
査
期
間
は
、
分
娩
豚
房
で
飼
育
す

る一週
齢
～
五
週
齢
と
し
（
四
週
齢
で
離

乳
）、
五
反
復
行
い
ま
し
た
。

三　

調
査
内
容

・
快
適
性
に
関
す
る
調
査

　

行
動
の
調
査
は一、二
、三
週
齢
時
に
午

後
一
時
か
ら
四
時
ま
で
の
三
時
間
行
い
ま

し
た
。

　

個
体
維
持
行
動（
休
息
、吸
乳
、採
食
、

そ
の
他
）
は
、
群
別
、
観
察
日
別
に
行

動
回
数
を
集
計
し
、
行
動
の
発
現
割
合

を
算
出
し
ま
し
た
。

　

敵
対
行
動
（
闘
争
、
攻
撃
）、
失
宜

行
動
（
尾
か
じ
り
、
耳
か
じ
り
）
は
同

腹
間
・
異
腹
間
の
発
現
割
合
に
つ
い
て
調

査
し
ま
し
た
。

・
生
産
性
に
関
す
る
調
査

　
一～
五
週
齢
ま
で
、
毎
週
体
重
を
測
定

し
ま
し
た
。
ま
た
、
期
間
中
の
事
故
率
、

治
療
頭
数
、
離
乳
後
の
飼
料
摂
取
量
を

調
査
し
ま
し
た
。

四　

結
果

・
快
適
性
の
比
較

（
個
体
維
持
行
動
）

　

休
息
、
吸
乳
、
摂
食
等
の
行
動
は
、

試
験
区
と
対
照
区
の
間
に
有
意
な
差
は

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
（
図
３
）。

（
敵
対
行
動
及
び
失
宜
行
動
）

　

敵
対
行
動
や
失
宜
行
動
の
発
現
割
合

は
試
験
区
と
対
照
区
間
、
試
験
区
内
の

同
腹
、
異
腹
間
に
お
い
て
有
意
な
差
は

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
吸
乳
行
動
）

　

試
験
区
の
吸
乳
行
動
に
お
い
て
、
今

回
試
験
し
た
八
六
頭
中
一
頭
の
み
、
吸

乳
先
を
異
母
豚
に
変
え
ま
し
た
が
、
多

く
は
自
分
の
母
豚
か
ら
吸
入
し
、
自
由

に
吸
乳
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

（
図
４
）。

・
生
産
性
の
比
較

（
増
体
）

　
一
週
齢
か
ら
五
週
齢
時
ま
で
の
増
体
重

は
試
験
区
が
重
く
推
移
し
ま
し
た
が
、

対
照
区
と
有
意
な
差
は
認
め
ら
れ
ず
、
一

～
五
週
の
平
均
増
体
重
も
試
験
区
が
高

く
み
ら
れ
ま
し
た
が
有
意
な
差
は
認
め

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
（
表
１
）。

（
飼
料
摂
取
量
及
び
飼
料
要
求
率
）

　

代
用
乳
は
対
照
区
が
多
く
食
べ
、
試

験
区
の
効
率
が
良
い
結
果
で
し
た
が
、

統
計
的
な
差
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た

（
表
１
）。

（
事
故
・
治
療
頭
数
の
割
合
）

　

子
豚
の
事
故
は
、
ほ
乳
期
に
は
圧
死

が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
有
意
な
差
は
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
（
表
１
）。

【
調
査
二
】
ほ
乳
期
の
混
合
飼
育
が
離

乳
子
豚
に
与
え
る
影
響

一　

試
験
の
目
的

　

ほ
乳
期
の
混
合
飼
育
が
、
離
乳
後
の

豚
房
移
動
・
群
の
再
編
制
を
行
っ
た
後
の

子
豚
の
行
動
、
発
育
等
に
与
え
る
影
響

を
調
査
し
ま
し
た
。

二　

試
験
区
の
概
要

・
離
乳
豚
房
への
移
動

　

五
週
齢
時
に
一
腹
あ
た
り
六
頭
を
体

重
・
性
別
が
ほ
ぼ
同
じ
に
な
る
よ
う
に
選

抜
し
、
分
娩
豚
房
か
ら
離
乳
豚
房
に
移

動
し
ま
し
た
。

・
群
の
再
編
成

　

移
動
の
時
に
、
試
験
区
で
は
混
合
飼

育
の
な
か
か
ら
六
頭
ず
つ
選
抜
し
て
二
区

に
分
け
、
対
照
区
は
単
房
飼
育
の
二
腹

か
ら
六
頭
ず
つ
選
抜
・
混
合
し
二
区
に
再

編
成
し
ま
し
た
（
図
５
）。 

・
調
査
期
間

　

調
査
期
間
は
、
離
乳
豚
房
で
飼
育
す

る
五
週
齢
～
八
週
齢
と
し
、
四
反
復
行

い
ま
し
た
。

三　

調
査
内
容

（
快
適
性
に
関
す
る
調
査
）

　

行
動
調
査
は
五
～
八
週
ま
で
の
毎
週

一
時
か
ら
四
時
ま
で
の
三
時
間
行
い
ま
し

た
。

　

調
査
項
目
は
、
調
査
一
と
同
様
と
し

ま
し
た
。

（
生
産
性
に
関
す
る
調
査
）

　

調
査
項
目
は
、
調
査
一
と
同
様
と
し

ま
し
た
。

（
血
液
生
化
学
調
査
）

　

調
査
終
了
時
の
健
康
状
態
を
調
査
す

る
た
め
、
両
区
か
ら
二
頭
ず
つ
抽
出
し
、

血
液
成
分
（
赤
血
球
数
、
白
血
球
数
、

ヘ
マ
ト
ク
リ
ッ
ト
値
、
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
量
、

血
小
板
数
）、及
び
血
清
成
分
（
A
L
B
、

G
L
U
、
B
U
N
等
）
に
つ
い
て
調
査

し
ま
し
た
。

四　

結
果

・
快
適
性
の
比
較

（
個
体
維
持
行
動
）

　

休
息
、
摂
食
等
行
動
に
は
試
験
区
と

対
照
区
の
間
に
有
意
な
差
は
認
め
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
（
図
６
）。

（
敵
対
行
動
及
び
失
宜
行
動
）

　

五
週
齢
の
敵
対
行
動
に
お
い
て
、
初
め

て
異
腹
の
子
豚
と
混
合
し
た
対
照
区
が

試
験
区
に
比
べ
有
意
に
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
そ
の
攻
撃
対
象
も
異
腹

間
の
平
均
敵
対
行
動
数
が
同
腹
間
と
比

べ
有
意
に
多
い
結
果
で
し
た
。
ま
た
、
五

週
齢
以
降
は
両
区
間
に
有
意
な
差
は
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
（
図
７
）。

　

失
宜
行
動
に
有
意
な
差
は
認
め
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

・
生
産
性
の
比
較

（
増
体
）

　

五
週
齢
か
ら
八
週
齢
時
ま
で
の
増
体

重
の
推
移
、
平
均
増
体
重
も
試
験
区
が

高
く
み
ら
れ
ま
し
た
が
有
意
な
差
は
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
（
表
２
）。

（
飼
料
摂
取
量
及
び
飼
料
要
求
率
）

　

対
照
区
が
多
く
飼
料
を
食
べ
、
試
験

区
の
効
率
が
良
い
結
果
で
し
た
が
、
有

意
な
差
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
（
表

２
）。

（
事
故
・
治
療
頭
数
の
割
合
）

　

両
区
と
も
に
大
腸
菌
症
に
よ
る
事
故
・

治
療
が
あ
り
ま
し
た
が
、
有
意
な
差
は

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
（
表
２
）。

・
血
液
生
化
学
調
査

　

両
区
に
有
意
な
差
は
認
め
ら
れ
ず
、

ま
た
、
両
区
と
も
正
常
な
範
囲
内
に
あ

り
ま
し
た
。

ま
と
め

　

離
乳
期
の
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
す
る
目
的

で
ほ
乳
期
に
混
合
飼
育
を
行
い
ま
し
た
。

　
一
週
齢
で
混
合
飼
育
を
行
っ
た
場
合
と

通
常
の
単
房
で
飼
育
を
行
っ
た
場
合
の

ほ
乳
子
豚
の
行
動
に
差
は
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
ほ
乳
期
の
子
豚
は
外
界

の
刺
激
に
対
す
る
順
応
性
が
高
い
た
め
、

異
母
豚
や
異
腹
子
豚
と
の
接
触
が
大
き

な
ス
ト
レ
ス
に
な
ら
な
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
離
乳
豚
房
に
移
動
し
再
編
成

し
た
直
後
に
お
い
て
は
、
離
乳
豚
房
で
初

め
て
異
腹
の
子
豚
と
遭
遇
し
た
区
に
お
い

て
、
異
腹
間
で
の
敵
対
行
動
の
発
現
割

合
が
高
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
ほ
乳
期
の
混
合
飼
育
は
離
乳
後

の
子
豚
の
ス
ト
レ
ス
の
減
少
に
つ
な
が
り
、

快
適
性
が
高
く
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
ほ
乳
期
、
離
乳
期
の
発
育
や

事
故
率
等
が
混
合
飼
育
と
単
房
飼
育
で

差
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
ほ

乳
期
の
混
合
飼
育
は
生
産
性
に
影
響
を

及
ぼ
さ
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
今
回
行
っ
た
ほ
乳

期
の
混
合
飼
育
は
、
隔
壁
を
除
去
と
い

う
豚
房
の
構
造
を
変
え
る
こ
と
な
く
子

豚
の
「
快
適
性
」
を
向
上
さ
せ
る
方
法

の一つ
と
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
の
考

え
方
を
ど
の
よ
う
に
養
豚
現
場
へ
反
映

し
て
い
く
か
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
試

験
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。�（
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
畜
産
技
術
所

企
画
研
究
課　

西
田　

浩
司
）

福
祉
的
要
素
を
取
り
入
れ
た
ほ
乳
・

離
乳
子
豚
の
飼
養
管
理
方
法
の
検
討

図２　ほ乳期の試験区の概要（調査一）

図５　離乳期の試験区の概要（調査二）

表１　ほ乳期の生産性の比較（平均値±標準偏差）

表２　離乳期の生産性の比較（平均値±標準偏差）

図４　試験区におけるほ乳子豚の吸乳頭
数割合の推移（平均値、麻布大学）

図１　５つの自由

図３　ほ乳期の個体維持行動の発現割合の推移（左：休息、中：吸乳、右：摂食、麻布大学）

図６　離乳期の個体維持行動の発現割合の推移（左：休息、右：摂食、麻布大学）

図７　離乳期の敵対行動の発現割合（平均値±標準
偏差、*：P<0.05）

豚房移動直後の対照区異腹間の闘争行動

　「
忘
れ
ず
に
！
水
質
測
定
の
記
録
・

保
存
が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
」

　

山
々
の
紅
葉
も
よ
う
や
く
色
づ
き
、

や
っ
と
秋
ら
し
い
陽
気
に
な
り
ま
し

た
。
新
米
も
出
回
り
味
覚
の
秋
を
満
喫

さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　

湘
南
家
畜
保
健
衛
生
所
の
企
画
指
導

課
の
仕
事
は
、
こ
の
紙
面
で
も
何
度
か

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
が
、『
畜
産
環
境

対
策
』、『
動
物
用
医
薬
品
や
飼
料
の
安

全
対
策
』、『
獣
医
師
へ
の
指
導
』
な
ど

に
関
す
る
こ
と
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
環
境
対
策
に
つ
い
て
は
、
地
域

の
浄
化
槽
共
励
会
な
ど
で
巡
回
す
る

中
、
畜
舎
や
ふ
ん
尿
処
理
施
設
な
ど
、

皆
さ
ん
が
日
頃
か
ら
大
変
ご
努
力
さ

れ
、
管
理
さ
れ
て
い
る
事
を
強
く
感
じ

て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
昨
年
、
水
質
汚
濁
防
止

法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
の
を
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
。
特
定
事
業
所
と
な
っ
て

い
る
方
々
は
も
う
一
度
次
の
事
項
の
確

認
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
二
年
五
月
十
日
に
水
質
汚

濁
防
止
法
が
改
正
さ
れ
、
特
定
事
業
所

に
お
け
る
排
出
水
の
汚
染
状
態
の
測

定
、
記
録
の
保
存
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
平
成
二
十
三
年
四

月
一
日
か
ら
、
河
川
等
の
公
共
水
域
に

排
出
し
て
い
る
特
定
事
業
所
は
、
み
ず

か
ら
年
一
回
以
上
、
水
質
測
定
の
で
き

る
専
門
業
者
に
よ
り
水
質
測
定
を
す
る

と
と
も
に
、水
質
測
定
記
録
表
と
し
て
、

測
定
の
記
録
を
三
年
間
保
存
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

家
畜
保
健
衛
生
所
や
、
市
な
ど
が
行

う
立
入
検
査
の
他
に
、
自
主
的
な
検
査

と
し
て
検
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
の
で
、
本
年
度
未
実
施
の
方
は
忘

れ
ず
に
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

　

不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
家
畜

保
健
衛
生
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
湘
南
家
畜
保
健
衛
生
所　

浅
川
）

　

十
月
十
四
日
（
日
）、
国
指
定
重
要

無
形
民
族
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

「
山
北
の
お
峯
入
り
」
が
保
存
会
の
主

催
で
公
演
さ
れ
ま
し
た
。
文
久
三
年
の

行
事
始
ま
っ
て
以
来
の
試
み
と
し
て
、
大

野
山
牧
場
山
北
側
の
峰
で
「
道
行
き
」

を
実
施
し
ま
し
た
。「
お
峯
入
り
」
で

は
満
月
の
歌
、
棒
踊
り
、
修
行
踊
り
、

五
色
踊
り
な
ど
十
一種
類
の
歌
舞
が
演
じ

ら
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
は
独
立
し
て
お

り
、
能
や
狂
言
の
よ
う
な
厳
粛
な
も
の
、

静
か
な
も
の
に
加
え
て
、
民
族
的
な
華

や
か
で
滑
稽
な
も
の
即
興
的
な
も
の
な

ど
様
々
な
要
素
が
伝
承
の
中
で
息
づ
い
て

い
ま
す
。
そ
の
最
初
の
入
場
と
フ
ィ
ナ
ー

レ
を
飾
る
の
が
こ
の
「
道
行
き
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。
午
前
の
第
一
回
目
の
公
演
を

山
北
町
役
場
の
駐
車
場
で
知
事
を
迎
え

て
実
施
後
、
第
二
回
目
を
午
後
「
神
明

社
」（
神
社
）
に
奉
納
し
、
そ
の
間
の
時

間
帯
で
大
野
山
の
平
坦
な
峰
で
「
道
行

き
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

演
技
者
は
総
勢
八
十
人
で
笛
・
太
鼓

の
囃
子
に
合
わ
せ
、
高
下
駄
姿
の
天
狗

を
先
頭
に
獅
子
、
張
り
ぼ
て
の
男
根
を

背
負
っ
た
派
手
な
着
物
の
オ
カ
メ
や
、
ほ

ら
貝
を
吹
く
赤
い
修
行
姿
の
山
伏
、
華

麗
に
踊
り
な
が
ら
の
奴
、
万
灯
、
さ
ら

に
棒
踊
り
の
白
鉢
巻
･
白
足
袋
･
赤

た
す
き
黒
脚
絆
姿
の
若
者
六
人
、
平
安

貴
族
姿
の
若
殿
な
ど
な
ど
が
延
々
と
続

き
ま
す
。
緑
の
山
々
の
頂
を
背
景
に
笛

と
太
鼓
に
合
わ
せ
て
舞
い
な
が
ら
、
目
を

引
く
よ
う
な
衣
装
が
山
々
に
映
え
、
そ

の
様
は
た
と
え
よ
う
も
な
く
美
し
い
も
の

で
し
た
。
県
下
最
小
の
村
で
県
下
最
大

の
民
俗
芸
能
を
維
持
し
て
き
た
皆
さ
ん

の
難
儀
は
大
変
な
も
の
で
、
演
技
者
は

家
々
ご
と
に
決
ま
っ
て
お
り
、
昨
今
の
住

人
の
減
少
や
老
齢
化
で
出
演
者
の
確
保

が
大
変
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
通
勤
途
中

挨
拶
を
交
わ
す
普
段
着
姿
の
住
人
の
方

が
、
立
派
な
ひ
げ
を
生
や
し
た
奴
や
殿

様
に
な
り
、
威
厳
を
持
っ
て
演
技
さ
れ
て

い
る
の
を
拝
見
し
、
地
域
の
深
い
伝
統
を

感
じ
た
催
し
物
で
し
た
。
神
奈
川
テ
レ

ビ
な
ど
も
取
材
に
来
て
お
り
、
後
日
特

集
放
映
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
住
人
と
共
に
地
域

振
興
に
努
め
、
県
下
の
畜
産
振
興
を
担
っ

て
き
た
大
野
山
牧
場
で
す
が
、
昨
今
の

厳
し
い
県
財
政
立
て
直
し
の
緊
急
財
政

対
策
の一
環
と
し
て
、
組
織
の
「
廃
止
を

含
め
て
」
検
討
と
な
り
新
聞
発
表
も
あ

り
ま
し
た
。
状
況
は
ど
う
あ
れ
、
酪
農

家
の
大
事
な
牛
を
し
っ
か
り
管
理
し
て
使

命
を
果
た
そ
う
と
、
職
員
一
同
決
意
を

新
た
に
し
て
い
ま
す
。

（
大
野
山
乳
牛
育
成
牧
場
長
）　

青
木


